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smoothed data fitting with ABIC
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1.はじめに
房総半島沖では約 6年間隔でスロースリップとそれに伴う群発地震が発生している。房総半島沖スロースリップとは、

房総半島の東方沖から南東沖で北米プレートとフィリピンプレートの境界が 10日ほどかけてゆっくりと動く現象のこと
で、最大すべり量は約 10cm、規模は Mw6.5程度となっている。その変動は GPS連続観測が始まった 1996年以降 4回
確認されてきた。それ以前の発生時期は傾斜計や群発地震の記録から 1990年、1983年、1977年であると推測されてい
るが、どのような地殻変動が起こったのかを知るためにはまず測地測量によるデータを解析する必要がある。千葉県の
水準測量は 1970年代から毎年行われているので、この変動を把握するには有用であると考えられる。しかし、千葉県が
公開している水準測量成果表は複数の水準点を固定して計算を行っているため、スロースリップ時のような小さな上下
変動は見えなくなってしまう可能性がある。そこで、固定点を設定して計算を行う前のデータ「観測成果表」の解析を
行い、房総半島の 1年毎の変動を求めスロースリップのある年とない年での違いについて調べた。

2.データと解析
データは千葉県に設置された水準点 864点について「地盤変動精密水準測量　観測成果表」を使用した。期間は 1976

年～1978年度、1993～2008年度。水準点の緯度・経度は点の記を参照した。上下変動は 2次元のスプライン関数で表わ
し、地殻変動は空間的になめらかであるという拘束条件を設定している。この拘束条件の強さの度合いを ABIC を用い
て客観的に求め、フィッティングを行った。

3.結果
スロースリップが発生した 2007年、2002年、1996年、そして 1977年の変動と平年の変動の特徴から房総半島沖ス

ロースリップによる上下変動を求めた。その結果、スロースリップが発生した年は平年の変動に比べてN35o20’,E140o20’
周辺の九十九里域が沈降するという変動パターンを得ることができた。これはGPSデータから推定された変動と調和的
である。さらに、得られた上下変動をもたらすプレート境界でのすべり量・すべり分布をフォワードモデルより推定を
行った。このようにして、GPS連続観測が運用される前に発生した 1977年を始めとする過去のスロースリップの変動も
測地測量のデータから推定することが可能となる。
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